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４
月
５
日
、
午
後
２
時
よ
り
、

浮
田
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に

於
い
て
「
浮
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
議
定
例
総
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
地
区
内

か
ら
の
代
議
員
15
名
の
う
ち
、

本
人
出
席
11
名
、
委
任
状
４
名

に
よ
り
、
総
会
が
成
立
い
た
し

ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
祝
辞

の
中
で
、
東
和
総
合
支
所
地
域

振
興
課
長
か
ら
市
の
人
口
減
少

が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。
「
当
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し

て
も
、
市
と
連
携
し
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
事
業
報
告
や
事
業
計
画
に

つ
い
て
の
審
議
が
あ
り
、
出
席

さ
れ
た
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、

賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
、
定
例

総
会
は
円
滑
に

進
み
、
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

（
美
）

定
例
総
会

開
催
さ
れ
る

春の陽光に明るく

映えるガマズミの

葉とつぼみ。裏山

に咲くヤマブキ、

透明感のある佇ま

いのシュンラン。

絵・文（実）

タイトル画説明

地域内自生の
ミズバショウ

４月２１日撮影
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三
五
八
のす

す
め

お
め
で
と
う
！

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

大
上
湊
大
君
（
中
内
）

浮
田
地
区
で
一
人
だ
け
の
一
年

生
で
す
。
姉
兄
３
人
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
揃
っ
て
乗
り
通
学
で
き

る
。
そ
れ
が
楽
し
い
事
。

○
特
技
は…

三
点
倒
立
が
で
き

る
事
（
す
ご
い
!!)

○
図
工
、
工
作
が
好
き
で
お
父

さ
ん
と
テ
ー
ブ
ル
を
作
り
ま
し

た
。

（
上
手
に
出
来
て
い
ま
し
た
。
）

（
二
三
）

地
区
内
に
麹
づ
く
り
、
ま
た

そ
の
加
工
を
行
い
活
動
す
る
浮

田
麹
・
納
豆
工
房
が
あ
り
ま
す
。

２
月
18
日
は
、
工
房
代
表
の
日

下
明
久
美
さ
ん
を
講
師
に
、
発

酵
調
味
料
「
三
五
八
漬
け
の
素
」

を
作
り
、
三
五
八
漬
け
の
良
さ

や
美
味
し
い
食
べ
方
を
学
び
ま

し
た
。
７
人
の
参
加
者
か
ら
は

色
々
な
質
問
が
あ
り
、
講
師
さ

ん
に
は
一
つ
一
つ
丁
寧
に
応
じ

て
頂
き
ま
し
た
。
魚
や
肉
を
漬

け
る
食
べ
方
も
あ
る
そ
う
で
す
。

試
食
し
た
三
五
八
漬
け
は
、
サ

ラ
ダ
感
覚
で
パ
ク
パ
ク
食
べ
て

ま
う
美
味
し
さ
で
し
た
。
（
多
）

清
貴
さ
ん
（
毒
沢
）
は
39
歳
。

き
よ
た
か

お
仕
事
は
大
工
さ
ん
と
い
う
こ

と
で
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

狩
猟
資
格
を
取
得
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
、
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

き
っ
か
け
は
田
ん
ぼ
へ
鹿
に

入
ら
れ
た
こ
と
に
頭
を
悩
ま
せ

て
い
た
と
き
、
最
初
は
罠
だ
け

と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
処
理

も
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
タ

イ
ミ
ン
グ
が
良
く
狩
猟
の
資
格

を
取
れ
る
時
期
に
重
な
っ
た
事

で
関
わ
る
も
の
全
て
取
得
し
よ

う
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

当
地
域
は
山
間
部
で
動
物
た

ち
と
の
共
存
が
必
須
な
場
所
で

は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
栽

培
し
て
い
る
食
物
に
は
手
を
出

し
て
欲
し
く
な
い
と
皆
さ
ん
思
っ

て
い
ま
す
。

清
貴
さ
ん
を
始
め
、
各
地
域

に
は
狩
猟
資
格
を
持
つ
方
が
居

ま
す
の
で
、
ご
相
談
さ
れ
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
？

(

賢
）

小
原

清
貴
さ
ん

き
よ
た
か

あの人
この人

煙
突
倶
楽
部

全
員
会
議

４
月
24
日
に
、
煙
突
倶
楽
部

全
員
会
議
の
役
員
改
選
に
お
い

て
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

６
年
度
は
会
員
31
名
で
年
間

20
日
間
の
活
動
で
し
た
。
主
に

市
整
備
業
務
委
託
作
業
（
草
刈
）

や
交
通
危
険
個
所
の
立
木
伐
採

作
業
、
ピ
ザ
窯
の
活
用
な
ど
で

す
。今

年
度
も
ほ
ぼ
同
じ
活
動
の

他
、
地
域
づ
く
り
部
の
煙
突
の

あ
る
村
づ
く
り
事
業
に
参
画
し
、

薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
、
薪
を
販
売

す
る
計
画
で
す
。

地
域
の
木
質
資
源
利
用
や
山

林
管
理
促
進
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

７
年
度
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

代
表

昆

正
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ゆ
る
ゆ
る
と

カ
ン
ト
リ
ー
ヘ
ッ
ジ

（
羊
の
生
垣
）
へ

４
月
末
、
ウ
コ
ギ
の
新
芽
を

収
穫
し
、
ウ
コ
ギ
ご
飯
を
た
の

し
む
。
待
ち
遠
し
か
っ
た
春
は

温
か
い
日
が
続
か
ず
、
朝
晩
は

ス
ト
ー
ブ
を
焚
く
ほ
ど
の
寒
さ
。

草
に
追
わ
れ
気
忙
し
く
感
じ

る
い
つ
も
の
春
と
違
い
、
今
年

は
草
の
伸
び
も
ゆ
っ
く
り
で
、

草
地
の
熊
笹
を
鋏
で
切
る
作
業

も
落
ち
着
い
て
で
き
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
植
物
に
じ
っ
く
り
対
峙

で
き
て
い
る
気
が
す
る
。

草
地
の
牧
草
の
伸
び
は
羊
に

と
っ
て
主
食
問
題
。
秋
に
蒔
い

た
牧
草
の
種
が
芽
吹
き
、
ゆ
っ

く
り
だ
け
れ
ど
確
実
に
伸
び
、

羊
と
移
住
し
て
19
年
、
よ
う
や

く
牧
草
地
ら
し
く
見
え
て
き
た
。

羊
が
桑
の
木
の
根
元
に
座
り
反

芻
す
る
風
景
に
見
惚
れ
る
。

こ
の
風
景
を
つ
く
っ
て
き
た

の
は
、
自
然
の
力
。
太
陽
や
風

や
雨
雪
と
こ
の
地
に
暮
ら
す
生

き
も
の…

草
木
、
鳥
や
虫
な
ど

い
ろ
ん
な
生
き
も
の
と
羊
、
そ

れ
に
微
力
な
が
ら
私
も
含
む
。

自
然
界
の
な
か
で
生
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
た
だ
実
感
す
る

こ
の
春
。

（
山
本

実
紀
）

岩
手
に暮

ら
す

リレー
エッセー14

年
間
海
上
自
衛
隊
に
勤
務

後
、
も
っ
と
自
由
な
時
間
を
持

ち
た
い
と
感
じ
、
民
間
商
船
に

転
職
し
ま
し
た
。
自
衛
隊
で
培
っ

た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
冷
静
な

判
断
力
は
、
現
場
で
も
大
い
に

役
立
ち
、
現
在
は
甲
板
長
と
し

て
作
業
指
揮
や
安
全
管
理
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

転
職
当
初
は
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
は
自
分
の
ぺ
ー
ス

で
働
け
る
こ
と
に
大
き
な
満
足

感
を
得
て
い
ま
す
。
転
職
は
逃

げ
で
は
な
く
、
自
分
ら
し
く
働

く
た
め
の
前
向
き
な
一
歩
で
し

た
。結

婚
後
は
「
子
育
て
は
地
元

岩
手
県
で
し
た
い
」
と
考
え
、

東
和
町
に
中
古
の
一
軒
家
を
購

入
。
自
然
い
っ
ぱ
い
の
環
境
で
、

今
年
末
っ
子
が
東
和
小
学
校
に

入
学
し
、
家
族
み
ん
な
で
毎
日

に
ぎ
や
か
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

（
中
内

大
上

晃
央
）

お
お
か
み

て

る

お

毒
沢
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設

組
合
は
３
月
１
日
に
臨
時
総
会

を
開
き
、
今
年
度
を
も
っ
て
共

同
受
信
施
設
を
廃
止
す
る
決
定

を
し
ま
し
た
。

平
成
14
年
７
月
に
設
置
さ
れ

た
共
同
受
信
施
設
の
撤
去
に
伴

い
、
今
後
は
各
戸
に
個
別
に
ア

ン
テ
ナ
を
立
て
て
の
受
信
と
な

り
ま
す
。

撤
去
に
あ
た
り
各
戸
に
設
置

す
る
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
可
能
か

専
門
業
者
が
確
認
し
、
全
戸
可

能
な
こ
と
か
ら
４
月
に
は
ア
ン

テ
ナ
の
個
別
設
置
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
４
月
21
日
に
全

戸
完
了
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
は
共
同
受
信
施
設
か
ら
の

電
波
で
は
な
く
、
個
別
に
設
置

さ
れ
た
ア
ン
テ
ナ
の
電
波
で
テ

レ
ビ
を
観
て
い
ま
す
。

共
同
受
信
施
設
は
平
成
14
年

の
設
置
か
ら
20
年
が
経
過
し
、

修
理
部
品
の
調
達
が
難
し
い
こ

と
、
ケ
ー
ブ
ル
等
の
耐
用
年
数

が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
以
上
の
稼
働
は
難
し
い
と

判
断
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
共
同
受
信
施
設
は
、
設

置
後
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

に
移
行
し
、
Ｂ
Ｓ
放
送
も
受
信

す
る
も
の
で
し
た
が
、
Ｂ
Ｓ
は

機
器
故
障
に
よ
り
受
信
を
取
り

や
め
、
個
別
に
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン

テ
ナ
を
設
置
す
る
対
応
を
取
っ

て
現
在
に
至
り
ま
す
。

撤
去
に
は
相
当
の
費
用
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
浮
田
地

区
の
市
政
懇
談
会
で
も
取
り
あ

げ
ら
れ
、
花
巻
市
な
ど
に
助
成

の
要
望
を
し
て
き

ま
し
た
。

市
で
は
、
令
和

６
年
度
か
ら
テ
レ

ビ
共
同
受
信
施
設

の
「
解
体
撤
去
」

及
び
「
テ
レ
ビ
電

波
の
受
信
調
査
」

を
対
象
に
し
た
補

助
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。

補
助
内
容
は
、

解
体
撤
去
に
関
し

て
は
、
一
戸
３
万
５
千
円
の
負

担
を
求
め
、
残
り
の
費
用
を
市

が
負
担
す
る
内
容
で
す
。
ま
た

受
信
調
査
は
費
用
の
半
額
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

現
在
市
内
に
は
53
の
テ
レ
ビ

共
同
受
信
施
設
組
合
（
花
巻
10
、

大
迫
15
、
石
鳥
谷
６
、
東
和
22
）

が
あ
り
ま
す
。

組
合
は
既
に
補
助
申
請
を
終

え
て
お
り
、
本
格
的
な
撤
去
作

業
と
解
散
総
会
を
経
て
20
年
以

上
に
わ
た
る
長
い
活
躍
を
終
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
テ
レ
ビ
電
波

の
受
信
と
い
う
恩
恵
を
得
て
き

た
こ
と
に
感
謝
で
す
。
（
浩
）

共

同
ア
ン
テ
ナ

に
感
謝
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定
例
総
会
後
、
各
部
会
事
業
も

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
新

部
会
長
と
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

【
地
域
づ
く
り
部
】

平
野
敬
部
長
（
毒
沢
）

①
「
自
主
防
災
活
動
支
援
」

②
「
安
全
と
景
観
対
策
」
道
路

へ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
カ
メ
ラ
設

置
を
含
む

③
「
農
作
物
獣
害
防
止
対
策
」

④
「
煙
突
の
あ
る
村
づ
く
り
」

⑤
「
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
」

今
年
度
か
ら
免
許
証
を
自
主
返

納
し
ハ
ン
ド
ル
型
電
動
車
い
す

な
ど
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
方

へ
補
助

【
福
祉
生
活
部
】

高
橋
愛
子
部
長
（
上
浮
田
）

甘
い
物
が
大
好
き
で
健
康
診

断
の
結
果
が
気
に
な
る
年
頃
で

す
。宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
「
高
齢
者
の
安
心
と
は
つ
ら

つ
支
援
」
安
心
入
院
セ
ッ
ト
は

昨
年
度
で
終
了

②
「
安
心
生
活
支
援
」
介
護
度

３
以
上
の
在
宅
介
護
の
た
め
の

支
援
と
小
中
学
校
の
卒
業
生
に

お
祝
い
を
支
給

③
「
除
雪
支
援
金
交
付
」

④
「
健
康
と
豊
か
な
食
づ
く
り
」

⑤
「
加
工
工
房
等
活
き
活
き
事

業
」

【
生
涯
学
習
部
】

岩
田
浩
美
部
長
（
毒
沢
）

地
域
の
皆
様
及
び
関
係
者
の

ご
指
導
賜
り
な
が
ら
、
今
年
度

の
事
業
を
進
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
活
動
に
際
し
、
積

極
的
な
ご
参
加
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

①
「
浮
田
塾
の
開
催
」

②
「
浮
田
の
お
宝
発
見
・
発
信
」

③
「
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
づ
く
り
」

④
「
地
区
サ
ロ
ン
等
整
備
支
援
」

⑤
「
子
ど
も
会
活
動
等
支
援
」

〇
共
通
事
業

①
「
Ｄ
ｏ
田
舎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
」

②
「
浮
田
地
区
芸
農
ま
つ
り
」

③
「
結
い
の
里
便
り
発
行
」

④
「
輝
け
！
オ
ラ
ホ
の
公
民
館

大
賞
」
ほ
か

（
輝
）

●
ア
ン
テ
ナ
電
波
測
定
器
を
購

入
し
ま
し
た
。

浮
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

議
で
は
各
テ
レ
ビ
組
合
の
解
散

に
伴
い
心
配
さ
れ
る
受
信
状
況

把
握
の
た
め
、
テ
レ
ビ
の
地
デ

ジ
、
Ｂ
Ｓ
な
ど
の
「
レ
ベ
ル
チ
ェ
ッ

カ
ー
」
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ

の
機
械
は
テ
レ
ビ
組
合
へ
の
貸

し
出
し
と
し
ま
す
。
ま
た
、
調

べ
て
み
た
い
方
は
各
テ
レ
ビ
組

合
へ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

●
安
否
確
認
タ
オ
ル
配
布
し
ま

す
。こ

の
黄
色
い
タ
オ
ル
は
災
害

時
に
各
家
の
安
否
確
認
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
に
配
布
す
る

も
の
で
す
の
で
、
災
害
発
生
時

に
は
玄
関
に
掛
け
て
家
人
の
無

事
を
知
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
ぜ
ひ
、
玄
関
の
片
隅
に

常
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
つ
い
で
の
一
言
。
農
家
を
や
っ

て
い
る
と
昔
か
ら
の
年
中
行
事

に
稲
作
へ
の
願
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
１
月
15
日
は
田
植
え

で
す
。
そ
の
前
の
11
日
に
は
肥

背
負
（
コ
エ
シ
ョ
イ
）
を
し
ま

す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
こ
ん

な
寒
い
時
に
や
る
の
か
」
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
旧
暦
に
合
わ

せ
て
み
る
と
今
年
は
新
暦
の
２

月
12
日
が
旧
の
小
正
月
と
な
り

ま
す
。
中
国
で
は
旧
正
月
を
盛

大
に
祝
う
そ
う
で
す
が
、
農
事

暦
な
ど
も
旧
暦
と
密
接
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
新
暦

の
６
月
15
日
に
行
わ
れ
る
「
馬
っ

こ
繋
ぎ
」
は
田
植
え
後
の
馬
へ

の
慰
労
を
込
め
た
祭
な
の
で
こ

の
時
期
だ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ

ま
す
。
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
っ
こ

も
こ
の
行
事
で
す
の
で
同
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
（
近
年
は
６

月
の
第
２
土
曜
日
に
変
更
）
も

と
も
と
は
旧
暦
の
５
月
５
日
の

節
句
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、
農
繁
期
を
避
け
る
た
め
と

新
暦
に
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
変

更
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ち
な

み
に
今
年
は
６
月
が
２
回
あ
り

ま
す
。
新
の
６
月
25
日
が
１
回

目
の
６
月
で
閏
が
新
の
７
月
25

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
梅
雨
が

長
い
の
か
暑
い
夏
が
来
る
の
か

気
象
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
今

年
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

（
輝
）

事

務

局

だ

よ

り

「

遊

報

」

編

集

後

記

殺
風
景
だ
っ
た
浮
田
の
里
も

花
が
咲
き
、
芽
吹
き
の
萌
黄
色

か
ら
立
夏
へ
と
爽
や
か
な
季
節

に
移
り
ま
し
た
。
た
だ
農
家
さ

ん
だ
け
は
、
春
耕
、
田
植
え
と

毎
日
て
ん
て
こ
舞
い
で
す
。

「
結
い
の
里
便
り
」
は
、
今

年
度
も
地
域
の
話
題
を
読
み
易

く
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
行
し
ま

す
。
又
、
「
人
シ
リ
ー
ズ
」

「
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」
は
定
期

化
を
目
指
す
と
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
大
き
な
お
力
を
お

貸
し
下
さ
～
い
。

（
辰
）

各
部
会
よ
り
（
事
業
の
目
玉
）

編
集
委
員
長

千
田

浩
志
（
毒
沢
）

編
集
長

山
本

実
紀
（
毒
沢
）

編
集
委
員

山
口

友
恵
（
宮
田
）

千
葉
二
三
恵
（
中
内
）

多
田

辰
雄
（
上
浮
田

小
田
島
賢
志
（
下
浮
田
）

渡
辺

郁
美
（
中
内
）

竹
田
美
由
紀
（
宮
田
）

題
字

千
葉

稔

（
下
浮
田
）

事
務
局藤

井

輝
雄
（
中
内
）

小
田
島
多
賀
子
（
下
浮
田
）


